




糖尿病治療の目標
最終的な治療の目標は、健康な人と変わらないQOL※の維持と寿命の
確保です。しかしながら、合併症に苦しむ患者さんは多く、寿命も10年
以上短いのが現状です。目標達成のためには、合併症の発症、進展の阻
止が重要です。以前から厳格な血糖コントロールは、三大合併症（網膜
症、腎症、神経症）に有用であり、早期に治療介入を行い、良好な血糖コ
ントロールを長期にわたって維持することが重要であることがわかって
います。また、過去の検討において、低血糖の頻度が増えると死亡率の
上昇する可能性があることが指摘されています。つまり、低血糖を起こ
さないように厳格な血糖コントロールをすることが大切で、現在では
HbA1c7.0％未満を目標値にしています。残念ながら、日本では目標達
成率は50%程度になっています。幸い糖尿病の薬は、ここ20～30年の間
で続 と々開発されています。患者さんと共に、より良い血糖コントロール
と、より良い未来を得られるように頑張っていきたいと思います。

※QOL（クオリティ オブ ライフ）＝生活の質
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